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1. ⽬ 的
ヒトの⽪膚⽼化の最⼤外的要因は紫外線であり, ⽪膚細胞への紫外線暴露により誘導さ

れる炎症やシミ, シワの形成を予防・緩和する成分, 紫外線暴露⾃体を防ぐことが⽬的の塗
布剤等が研究されている．しかし, その⼀⽅で代表的な⽪膚塗布剤である化粧品の開発過
程においては, EUをはじめ全世界的に動物実験の禁⽌が求められており, その開発には⽣
体の反応を忠実に再現した動物実験代替法の使⽤が必要不可⽋である．

そこで, 当センターではヒト３次元培養表⽪に適切な条件でUVBを照射し, 経⽪⽔分蒸散
量（TEWL）を測定することにより, 定量的にUVB暴露による表⽪ダメージを評価するこ
とが可能な試験システムの構築を⾏った．
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UVB 照度依存的に TEWL が上昇することを確認
定量的な表⽪ダメージ評価条件を特定

２. 紫外線照射による⽪膚バリア機能の低下誘導
2.1 試験⽅法

2.2 UVB照射による経⽪⽔分蒸散量の変動

３. Ascorbyl glucosideによる⽪膚ダメージの抑制

Fig.1 UVB照射後の経⽪⽔分蒸散量の変動
(a) 3次元培養表⽪の経⽪⽔分蒸散量(g/m2·h). (b)経⽪⽔分蒸散量(%).測定値は5連の平均であり, エラーバーは標準誤差を⽰
す. *p<0.05, **p<0.01 vs 0mJ/cm2を⽰す(Dunnettʼs test). (c) ⽣細胞率. 測定値は3連の平均値であり, エラーバーは標
準誤差を⽰す.   
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* AG: Ascorbyl glucoside

3.2 AA2GによるTEWLの上昇抑制
(a) 経⽪⽔分蒸散量 (g/m2·h) 

(b) ⽣細胞率
Fig.2 AGの経⽪⽔分蒸散量への影響

(a) 3次元培養表⽪の経⽪⽔分蒸散量(g/m2·h). 測定値は5連の平均であり, エラー
バーは標準誤差を⽰す. *p<0.05 vs 0mJ/cm2を⽰す(Dunnettʼs test). (b) ⽣細胞率. 
測定値は3連の平均値であり, エラーバーは標準誤差を⽰す.   

ヒト⽪膚と同様に
Ascorbyl glucoside の添加により TEWL の上昇を抑制

3.3 セラミド合成関連酵素のmRNA発現

3.4 タイトジャンクション形成関連因⼦のmRNA発現

Fig.3 セラミド合成関連酵素のmRNA発現量
測定値は3連の平均値であり，エラーバーは標準誤差を
⽰す．*p<0.05 vs 0 mJ/cm2, †p<0.05 vs 125 
mJ/cm2を⽰す(Dunnettʼs test). 

Fig.4 タイトジャンクション形成関連因⼦
のmRNA発現量

測定値は3連の平均値であり，エラーバーは標準誤差を
⽰す．*p<0.05 vs 0 mJ/cm2, †p<0.05 vs 125 
mJ/cm2を⽰す(Dunnettʼs test). 

3.5 セラミド合成関連酵素とTEWLの相関性解析

AG の添加は UVB 照射による
セラミド合成関連酵素及びタントジャンクション形成関連因⼦の発現低下を抑制

3.6 タイトジャンクション形成関連因⼦とTEWLの相関性解析

Fig.5 セラミド合成関連酵素とTEWL
の相関性解析

mRNA発現とTEWLの相関性はPearsonʼs-square test
により解析した.

Fig.6 タイトジャンクション形成関連因⼦
とTEWLの相関性解析

mRNA発現とTEWLの相関性はPearsonʼs-square test
により解析した.

４. まとめ

TEWL と SPT1, CerS3, SMS1, Claudin1 の mRNA発現量は相関性が⾼いことを確認

本研究では, ３次元培養表⽪を⽤いて表⽪のダメージを”症状”として定量的に評価する
ことが可能な試験系の構築を⾏った．その結果, 125 mJ/cm2 以上の UVB 照射により
TEWL が上昇することを⾒出した．また, これに AG を添加することにより, TEWL の上
昇が抑制されることを確認した．この TEWL の変動とセラミド合成関連酵素やタイト
ジャンクション形成関連因⼦の変動には, ⾼い相関性が認められた．これらの知⾒から, 本
試験系はこれら⽣体因⼦の変動を TEWL に反映していることが⽰唆された．
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